
要求公表・予算案公表

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

前年度繰越

概　算
人件費

195.00

1,535,988

179,273

2,062,820 概算事業費（B（A）+C）

109,451

168,681

3品種

441,005 409,263

要求からの主な変更点 要求どおり

1,865,061 2,265,341

1,621,815 1,535,988

186.00 186.00

329,073

109,571

145,699

Aの
財源

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

1,945,251

114,930

186.00

1,535,988

要望
課題化数

151,638

成果 達成状況目標

- 7%

223,211

437,121

470,769

0

932,649

24,759

410,946

65,857

△ 69,830

0

451,134 402,255

332,425

96,566

10課題6課題

0 0

360,158

品種育成数
440,509

合計（A)

当初予算

補正予算 △ 82,208

0

技術開発目
標進捗率

2品種

生産現場からの緊急的な要望や今後の本県農業の
発展に資するために、重点的に緊急かつ実用的な
技術を開発を目指し17課題を実施する。

重点的・緊急的な技術開発
研究の実施

国等の資金を活用した実用
的な技術開発研究の実施

成果目標の達成状況24年度

100,761

729,353369,195

25補正後

Ｈ２５

合計 360,158

現況
（見込）

H26
目標

0
項目

369,195

729,353

オリジナル品種の開発や地球温暖化対策、新たな
生産技術の開発等をさらに促進させるため、試験場
の機械、器具、施設の整備を実施する。

10,724

106,052

直接

（補正後）

研究員の資質向上と知的財
産権の保護・活用

運営費

本県農業の発展に寄与する民間団体等からの研究
テーマを指定された受託試験研究を実施する。

直接

直接

競争的資金、農水省委託プロジェクト研究を活用
し、独法や大学等と組織的な協力研究による新技
術の開発と実証を目指し41課題を実施する。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

直接

599,987

新規農薬や資材等の実用性
評価等の研究を実施

夢に挑戦する農業を支える新
技術開発促進事業

22年度 23年度区　　分（単位：千円）

直接

42,020
予
算
額

360,158

14,574

59,739

360,158

□内部管理

59,739

直接

100,761

14,574

6,782

試験場の研究施設・機器の整備

実用技術の開発に向けた基
礎的研究の実施

106,052

直接

外部評価委員会を開催するとともに、国の研修等を
活用し研究員の資質向上を図る。また、本県が開発
した品種や技術等知的財産権を保護するとともに、
その積極的な活用を図る。

6,782

試験研究を遂行する上で必要な研究機器や設備を
計画的に更新・導入する。

農業生産現場が求める生産技術を開発するために
必要な基礎となる78の研究課題を実施する。

10,724

70,563

・農業関係試験研究推進計画の技術開発目標を７％進捗させる。
・県内農業生産に貢献する品種（実用栽培品種）を３品種開発する。
・技術開発要望への対応として、10課題設定する。

実施期間

本県農業の発展のための課題解決には、本県の研究機関による技術開
発が必要不可欠である。（農業改良助長法　長野県食と農業農村振興計
画）

（単位：千円）　

2 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産

直接 農業関係試験場５場の効率的、効果的な運営を図
る。

目指す姿

項目
H25

H25実施内容
（補正前）

実施方法
（６月補正）

現状

県が関与
する理由

■法令等義務

70,563

成果目標・
事業内容

県内農業の持続的な発展のためには、長野県オリジナル品種の開発、収益性の高い農業生産技術、環境にやさしい農業技術、地球
温暖化対策技術等、生産現場の問題解決や要望に対応できる技術、中長期的展望に立った技術の開発が必須である。

　生産現場からの要望に対応した新品種の育成、生産性・品質向上等の新技術開発に加え、地球温暖化等の中長期的な視点に立っ
た課題に対応した新技術の開発を目指すとともに、基礎的な研究を実施することにより、今後の技術開発への発展を目指す。
　　成果目標：長野県農業関係研究推進計画の技術開発目標226技術達成（H29）
　　　　　　　　　ブランド化を進めるオリジナル品種の開発期間の短縮：10年→７～８年

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

総合５か
年計画

プロジェクト  

施策の総合的展開
1-3 夢に挑戦する農業

不明

事業番号 08 03 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

事　業　名

14

課・室

部局

農業技術課
農業関係試験場費

農政部
担
当
課 nogi@pref.nagano.lg.jpE-mail

～

mailto:nogi@pref.nagano.lg.jp

